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マーケティング分野におけるデータ活用の新たな潮流 
 

















かという観点から MIS（Management Information System）や DSS（Decision Support System）
などが開発された時代です。 
 1980 年代に入るとマーケティング活動に関して大きな転機を迎えました。それは、小売





さらにその後、ポイントカードに代表される FSP（Frequent Shoppers Program）と POS デー
タを連携することで、顧客ごとの過去の購買履歴も把握できるようになりました。 
 1995 年の Microsoft Windows95 登場以降のインターネット環境の進展は、インターネッ
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ト上に様々な新たなビジネスを作り出していきます。新たなチャネルとしての電子商取引
もですが、バナー広告や検索連動型広告といったプロモーション活動も積極的に行われる















POS データのように各列のデータ形式が事前に定義された RDB（Relational Database）に格
納された構造データが中心でした。ところが、先ほど触れた SNS などのコンテンツはこう
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究所の言葉を借りれば、ビッグデータは Volume、Variety、Velocity の 3 つの V、つまり、
「量」と「多様性」と「速度」が特徴といわれています [1]。 





ブログや SNS などのコンテンツです。また GPS による位置データや Suica などの交通系 IC
カード利用履歴などは、これら 2 つの特徴の両者の特徴を持ったデータと言えるでしょう。 
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図 2 ビッグデータ活用に関する IT ロードマップ 
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